
	 第４節	 テレワーク時の仕事の進め方に関する課題について
●テレワークではビデオ・音声、テキストによるコミュニケーションの方法が増える者が約半
数以上であり、コミュニケーションの内容においても、上司への仕事に関する報告は増える
者と減る者が同程度である一方、それ以外の雑談やアイデアの共有、感謝の言葉をかけると
いった内容は減る者が多くなっている
第４節では、「テレワーク時の仕事の進め方」に関する課題についてみていく。これまでの

分析で、テレワークを実施する際の労働者が感じるデメリットとして「同僚や部下とのコミュ
ニケーションがとりにくい」という回答が多いことや、テレワークの定着に向けた企業の課題
として「報告・相談や社内調整・連携等、出社した方がスムーズだから」という回答が多いこ
とをみた。このように多くの企業や労働者がテレワーク時のコミュニケーションについて課題
と感じている状況を踏まえ、まず、テレワークで仕事をする際の業務上のコミュニケーション
がオフィスで仕事をする場合と比較してどのように変化するのかについてみてみる。

第２－（２）－24図9の（１）により、テレワークで業務をする際のコミュニケーションの方法
及び内容の変化についてみると、コミュニケーションの方法では、約６割の労働者が、ビデオ
や音声での会話や、メール、チャットなど文字によるコミュニケーションの機会が増えている
としている。続いて、同図の（２）より、コミュニケーションの内容についてみると、「上司
への報告・連絡・相談の機会」は「増える」と「減る」の割合が同程度である一方、それ以外
の「ちょっとした問題や困りごとの相談」「同僚とお互いの仕事の進捗を気にかけ、助け合う
機会」「雑談や思いつきレベルのアイディアの共有」「感謝の言葉をかけたり、かけられたりす
る機会」については、「減る」が「増える」を上回っている。このように、テレワークの際に
は、こうした仕事に直接関係する報告・連絡・相談やそれ以外の雑談等も含め、全般的にコ
ミュニケーションの機会が減る者が一定の割合で存在していることが分かる。

９　本分析においては、（株）リクルートマネジメントソリューションズ「テレワーク緊急実態調査」（2020
年）の結果を用いている。当該調査は、緊急事態宣言前の2020年３月末に正社員（販売系、営業系、企
画・事務系、開発系職種の管理職及び一般社員）を対象とした調査（従業員規模300人以上）であり、
ＪＩＬＰＴ企業調査、ＪＩＬＰＴ労働者調査及びテレワークの労務管理等に関する実態調査とは調査時
期や対象者が異なっている点に留意が必要である。
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第２－（２）－24図 テレワークにおけるコミュニケーションの変化

○　テレワークで業務をする際のコミュニケーションの方法及び内容の変化についてみると、コミュ
ニケーションの方法では、約6割の労働者が、ビデオや音声での会話や、メール、チャットなど文字
によるコミュニケーションの機会が増えていることが分かる。
○　コミュニケーションの内容についてみると、「上司への報告・連絡・相談の機会」は「増える」と
「減る」の割合が同程度である一方、それ以外の「ちょっとした問題や困りごとの相談」「同僚とお互
いの仕事の進捗を気にかけ、助け合う機会」「雑談や思いつきレベルのアイディアの共有」「感謝の言
葉をかけたり、かけられたりする機会」については、「減る」が「増える」を上回っている。このよ
うに、テレワークの際には、こうしたコミュニケーションの機会が減る者が一定の割合で存在する
ことが分かる。

ビデオや音声での会話

メールなどでの情報共有

チャットなどの同時性の高い

テキストコミュニケーション

（１）テレワークでの業務における

コミュニケーションの変化（方法）

増える やや増える 変わらない やや減る 減る

感謝の言葉をかけたり、

かけられたりする機会

雑談や思いつきレベルの

アイディアの共有

同僚と、お互いの仕事の進捗

を

気にかけ、助け合う機会

ちょっとした問題や

困りごとの相談

上司への報告・連絡・相談

の機会

（２）テレワークでの業務における

コミュニケーションの変化（内容）

増える やや増える 変わらない やや減る 減る

（回答割合、％） （回答割合、％）

（％）
（％）

資料出所　（株）リクルートマネジメントソリューションズ「テレワーク緊急実態調査」（2020年）をもとに厚生労働省政
策統括官付政策統括室にて独自集計

●テレワークの際の仕事の進め方に関する上司や部下とのコミュニケーションをうまくとれる
ようにすることが、テレワークでの「生産性・効率性」「充実感・満足感」の向上につなが
る可能性がある
続いて、テレワーク時の上司や部下とのコミュニケーションの状況の違いと、テレワークの

継続状況や「生産性・効率性」「充実感・満足感」の違いとの関係についてみてみる。
第２－（２）－25図は、テレワークの経験がある労働者に、テレワークを実施する上で「仕事

の進め方について上司や部下とのコミュニケーションがうまくとれていると思う」と尋ねた結
果、該当する（「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した場合をいう。以下同
じ。）と回答した労働者の割合をみたものである。同図の（１）により、同割合をテレワーク
の継続状況別にみると、調査時点でもテレワークを実施している者で48.9％、調査時点ではテ
レワークを実施していない者で44.2％と、調査時点もテレワークを実施している者の方が4.7％
ポイント高く、やや高い傾向にあることが分かる。

また、同図の（２）により、同割合をテレワークの開始時期別にみると、2020年２月以前
から経験がある者で53.4％、３－５月に初めて経験した者で45.5％と、2月以前から経験のある
者の方が7.9％ポイント高くなっている。このことから、感染拡大前からテレワークを実施し
ていた者の方が、仕事の進め方について上司や部下とのコミュニケーションがうまくとれてい
る傾向にあることが分かる。

次に、仕事上のコミュニケーションの状況と、「仕事の生産性・効率性」「仕事を通じた充実
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感・満足感」10との関係についてみてみる。
第２－（２）－26図①の（１）は、第２－（２）－18図でみたテレワーク経験のある労働者に尋ね

た「仕事の生産性・効率性」「仕事を通じた充実感・満足感」に関する指標のスコアの分布で
あり、（２）（３）は、テレワークの際に「仕事の進め方に関するコミュニケーションがうまく
とれている（いた）と思う」の設問に該当する者と該当しない（「当てはまらない」「どちらか
というと当てはまらない」と回答した場合をいう。以下同じ。）者に分けて示したものである。
これをみると、どちらの指標とも、前述のとおり、オフィスでの仕事と比較してスコアの平均
値及び中央値が下がる傾向がみられるが、該当する者の方が該当しない者よりもやや高くなっ
ている。また、（４）は、両者の分布の違いを見やすいように（２）（３）の図を重ねて示した
ものであるが、この図により分布全体の状況をみても、該当する者のスコアの方が該当しない
者よりもやや高くなっており、スコアの低下幅が抑えられていることが分かる。このことか
ら、テレワークの際の仕事の進め方に関する上司や部下とのコミュニケーションをうまくとれ
るようにすることが、テレワークでの「生産性・効率性」「充実感・満足感」の向上につなが
る可能性がある。また、第２－（２）－25図でみたとおり、感染拡大前からテレワークの経験が
ある者の方が、感染拡大期にテレワークを初めて経験した者よりも、「仕事の進め方について
上司や部下とコミュニケーションがうまくとれていると思う」に該当すると回答する割合が高
かったことから、感染拡大前からテレワークの経験がある者については、この割合の高さが仕
事の生産性・効率性や充実感・満足感にプラスの効果を及ぼしている可能性がある。

第２－（２）－25図 仕事におけるコミュニケーションの状況とテレワークの継続状況（労働者）

○　テレワークでの業務において、「仕事の進め方について上司や部下とのコミュニケーションがうま
くとれていると思う」と回答した者の割合は、調査時点でもテレワークを実施している者の方が実
施していない者よりも4.7％ポイント高い。
○　テレワークの開始時期別にみると、2020年2月以前から経験がある者の方が、3－5月に初めて
経験した者よりも、当てはまると回答した者の割合が7.9％ポイント高い。

年２月以前から

経験がある者

３－５月に初めて

経験した者

（２）テレワークの開始時期別

テ
レ
ワ
ー
ク
の

経
験
が
あ
る
者

調
査
時
点
で
も

実
施
し
て
い
る

調
査
時
点
で
は

実
施
し
て
い
な
い

合計 調査時点における継続有無

（１）調査時点におけるテレワークの継続状況別

「仕事の進め方について上司や部下とのコミュニケーションがうまくとれていると思う」の該当者別の状況

（回答割合、％） （回答割合、％）

資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査（ＪＩＬＰ
Ｔ第３回）」（2020年）をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注）　各図表の数値は、図表の数値は、テレワークを実施する上で、「仕事の進め方について上司や部下とのコミュ
ニケーションがうまくとれていると思う」に該当するか否か、「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」「ど
ちらともいえない」「どちらかというと当てはまらない」「当てはまらない」の選択肢により、尋ねた回答につい
て、「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」と答えたものを「該当する」として集計したもの。

10　本節の分析においては、テレワーク時の仕事の進め方に関する課題を扱っているため、これにより、
より直接的に影響が及ぶと考えられる「仕事の生産性・効率性」「仕事を通じた充実感・満足感」を指標
として分析を行っている。
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第２－（２）－26図① 仕事におけるコミュニケーションの状況とテレワークでの生産性や満足度の関係（労働者）

○　テレワークを実施する又はしていた際に「仕事の進め方に関するコミュニケーションがうまくと
れていると思う」に「該当する者」と「該当しない者」に分けて「生産性・効率性」「充実感・満足
感」に関する指標のスコアの分布をみてみると、どちらの指標とも、オフィスでの仕事と比較して
スコアの平均値及び中央値が下がる傾向がみられるが、「該当する者」の方が「該当しない者」より
も、スコアの低下が抑えられていることが分かる。

「仕事の進め方について上司や部下とのコミュニケーションがうまくとれていると思う」の該当者別の分析

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
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～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

仕事の生産性・効率性 仕事を通じた充実感・満足感
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験
が
あ
る
者

（１
）合
計

（２
）該
当
す
る
者

（３
）該
当
し
な
い
者

（回答割合、％） （回答割合、％）

（回答割合、％） （回答割合、％）

（回答割合、％） （回答割合、％）

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

（回答割合、％） （回答割合、％）

（４）（上図の中段・下段のグラフの差異をみるために、両グラフを重ねて表示したもの）

「仕事の進め方について上司や部下とのコミュニケーションがうまくとれていると思う」の該当者別の分析
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仕事の生産性・効率性 仕事を通じた充実感・満足感
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者
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（回答割合、％） （回答割合、％）
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～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

（回答割合、％） （回答割合、％）

（４）（上図の中段・下段のグラフの差異をみるために、両グラフを重ねて表示したもの）

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 78.1 72.3
中央値 80.0 80.0 70.0

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 81.5 69.2
中央値 80.0 85.0 75.0

資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査（ＪＩＬＰ
Ｔ第３回）」（2020年）をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注）　１）図表の数値は、テレワークを実施する上で、「仕事の進め方について上司や部下とのコミュニケーション
がうまくとれていると思う」に該当するか否か、「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」「どちらとも
いえない」「どちらかというと当てはまらない」「当てはまらない」の選択肢により尋ねた回答について、「当
てはまる」「どちらかというと当てはまる」と答えたものを「該当する者」とし、「当てはまらない」「どちら
かというと当てはまらない」と答えた者を「該当しない者」として集計したもの。

２）図の数値については、オフィスで働く場合を100として、テレワークを実施することによる主観的な変化
を0～200の範囲で答えた数値の回答割合を示している。

ここで、仕事におけるコミュニケーションの状況がテレワークの継続、「生産性・効率性」、
「充実感・満足感」に与える影響について統計的な有意性を検証するため、二項ロジスティッ
ク回帰による重回帰分析を行った結果をみてみる。ここでは、被説明変数として、①緊急事態
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宣言後にテレワークを継続しているかどうか、また、②テレワークの際の仕事の「生産性・効
率性」がオフィスで働く場合と比較して大幅に減少しているかどうか、③テレワークの際の仕
事を通じた「充実感・満足感」がオフィスで働く場合と比較して大幅に減少しているかどうか
を用いた。「生産性・効率性」及び「充実感・満足感」が大幅に減少しているかどうかについ
ては、既に述べたように、テレワークによる「生産性・効率性」や「充実感・満足感」はオ
フィスで働く場合と比較して低下する傾向にあるため、指標のスコアが50以下であるかどう
かを基準とした。また、説明変数として、２－（２）－26図と同様「仕事の進め方に関するコ
ミュニケーションがうまくとれている（いた）と思う」に対して該当するか否かを用いている
が、いずれも、当該項目に該当する場合だけでなく、該当しない場合についても説明変数とし
た場合の効果の推計も行っている11。

重回帰分析の結果をみると、仕事におけるコミュニケーションの状況とテレワークの継続、
「生産性・効率性」、「充実感・満足感」の関係について、統計的に有意な相関はみられなかっ
た。

第２－（２）－26図② 仕事におけるコミュニケーションの状況とテレワークでの生産性や満足度の関係（労働者）

○　重回帰分析の結果からは、テレワークの継続、「生産性・効率性」「充実感・満足感」等と仕事上の
コミュニケーションの状況との相関について、統計的に有意な結果は得られなかった。

被説明変数
2020年４～５月の緊急事態宣言解除後のテレワークの

継続の有無（１：継続、0：非継続）
テレワーク時の生産性・効率性が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

テレワーク時の仕事の満足度が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

説明変数
仕事上のコミュニケーショ
ンが良好

仕事上のコミュニケーショ
ンが不調

仕事上のコミュニケーショ
ンが良好

仕事上のコミュニケーショ
ンが不調

仕事上のコミュニケーショ
ンが良好

仕事上のコミュニケーショ
ンが不調

回帰係数

標準誤差

サンプルサイズ

（重回帰分析結果）

： ％水準で有意、 ： ％水準で有意、 ：５％水準で有意

資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査」（2020年）
をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注）　１）重回帰分析は、被説明変数及び説明変数は以下のとおり。
被説明変数：

①緊急事態宣言後のテレワークの継続（１：継続、0：非継続）
② テレワークの際の仕事の生産性・効率性が大幅に低下しているか（１：大幅に低下=50以下、０：大幅

に低下していない=50超）
③ テレワークの際の仕事の充実感・満足感が大幅に低下しているか（１：大幅に低下=50以下、０：大幅

に低下していない=50超）
説明変数：

・ 仕事の進め方について上司や部下とのコミュニケーションがうまくとれていると思う（１：当てはまる
＋どちらかというと当てはまる、0：それ以外）/思わない（１：当てはまらない+どちらかというと当
てはまらない、0：それ以外）

２）重回帰分析は、説明変数として上記以外に性別、年齢、就業形態、業種、職種等をコントロール変数とし
て加えている。詳細な重回帰分析の結果は厚生労働省HPを参照。

11　本章では、回帰分析において説明変数とした項目に該当する場合、該当しない場合のいずれの場合も
用いているが、これは、例えば仕事におけるコミュニケーションの状況について、労働者が仕事におけ
るコミュニケーションをうまくとれていると感じる場合に、それが仕事の生産性や満足度に対してプラ
スの影響を及ぼす可能性があると考えられる一方で、逆に仕事におけるコミュニケーションをうまくと
れていないと感じる場合に仕事の生産性や満足度にマイナスの影響を及ぼす可能性もあることから、各
項目に該当する場合、該当しない場合の両面からその効果を検証するためである。
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●テレワーク時の仕事の進め方について「業務範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」「評価基
準の明確性」の観点からみると、どの項目についても、調査時点もテレワークを実施してい
ると回答した者の方が該当割合が高く、これらの項目に該当する者においては、テレワーク
を実施する際の「充実感・満足感」の低下幅が抑えられている可能性がある
上記の分析により、テレワーク時のコミュニケーションの状況と、テレワークの継続状況や

「生産性・効率性」「充実感・満足感」との関係についてみてきたが、続いて、具体的な仕事の
進め方による影響についてみていく。テレワークで仕事をする際の留意点として、テレワーク
は非対面での働き方であるため、個々の労働者の業務遂行状況や、成果を生み出す過程で発揮
される能力を把握しづらいという側面があることが指摘されている12。このように、テレワー
ク時においては、オフィスでの勤務と異なり、上司が部下の業務遂行状況を踏まえた指示を柔
軟に行うことや、業績評価において業務遂行過程での努力や成果を評価することが難しくなる
と考えられる。

したがって、テレワークで仕事を進めるに当たっては、労働者があらかじめ「何をいつまで
にどの水準まで行えばよいか」といった、自身の業務の範囲、期限や達成すべき目標を明確に
認識した上で、ある程度自らの裁量により自律的に業務を遂行できるようにするとともに、人
事評価について、企業が労働者に対してどのような働きを求め、どう処遇に反映するかといっ
た観点から、その手法を工夫して適切に実施することが望まれる。こうした考えの下、ここで
は、テレワーク時の仕事の進め方を分析する際の要素として、「業務範囲・期限の明確性」「業
務の裁量性」「評価基準の明確性」の３つの観点から分析を行う。

第２－（２）－27図の（１）は、テレワークを実施していた時点の仕事の進め方に関し、「業務
範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」「評価基準の明確性」の各項目に関する設問13に該当す
ると回答した労働者の割合を示したものである。これをテレワークの調査時点における継続状
況別にみると、回答傾向にテレワークの継続状況による大きな差異はみられないものの、３項
目いずれにおいても、調査時点でもテレワークを実施している者の方が、調査時点ではテレ
ワークを実施していない者よりも該当割合がやや高くなっている。また、同図の（２）によ
り、テレワークの開始時期別にみると、３項目いずれにおいても、2020年２月以前から経験
がある者の方が、３－５月に初めて経験した者よりも、該当すると回答した割合が高くなって
いる。このことから、感染拡大前からテレワークを実施していた者では、感染拡大を機にテレ
ワークを始めた者よりも「業務の範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」「評価基準の明確性」
のいずれの項目についても該当する者が多い傾向にあると考えられる。

続いて、仕事の進め方に関するこれら３項目の状況と、テレワークにおける「仕事の生産
性・効率性」や「充実感・満足感」との関係についてみてみる。

第２－（２）－28図①の（１）は、18図でみた「仕事の生産性・効率性」「仕事を通じた充実

12　厚生労働省「テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイドライン」においても、同様の旨
が指摘されている。

13　直近（調査時点）、テレワークを実施している、あるいは実施していた時点の仕事の状況について、「あ
なたが日々業務を進める上で、担当する業務の範囲や期限は上司などから明確に伝えられている」「業務
内容について上司が逐一細かく指示するのではなく、仕事を進める上での裁量がある」「達成すべき目標
の水準など、仕事（成果）の評価基準が明確に定められている」と尋ねた設問に対し、「当てはまる」「ど
ちらかいうと当てはまる」「どちらともいえない」「どちらかというと当てはまらない」「当てはまらない」
という選択肢で回答したもの。このうち、「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」の回答を「該当
する」、「どちらかというと当てはまらない」「当てはまらない」の回答を「該当しない」として集計した。
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感・満足感」の指標のスコアの分布であり、（２）（３）は、テレワークでの業務について「業
務範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」「評価基準の明確性」に関する設問について該当する
者と該当しない者に分けて示したものである。これをみると、平均値、中央値については、

「業務の裁量性」の「充実感・満足感」では、該当する者の方が該当しない者よりも、平均値
は13.2ポイント、中央値は10.0ポイント高いほか、そのほかの項目では、該当する者の方が平
均値がやや高い傾向がみられる。また、「充実感・満足感」に関しては、いずれの指標でも該
当しないと回答した者は「充実感・満足感」を０とする割合が高くなっている。これらのこと
から、業務範囲・期限を明確にすることや、業務の裁量性があること、評価基準を明確にする
ことにより、テレワークでの「充実感・満足感」の低下幅を抑えられる可能性があると考えら
れる。

第２－（２）－27図 仕事の進め方に関する状況（労働者）

○　仕事の進め方に関する状況について、「業務範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」「評価基準の明確
性」の各項目に該当すると回答した割合をテレワークの調査時点における継続状況別にみると、傾向
に大きな差異はみられないものの、どの項目においても調査時点でも実施している者の方が高い。
○　テレワークの開始時期別にみると、全ての項目において、2020年2月以前から経験がある者の方
が、3－5月に初めて経験した者よりも該当すると回答する割合が高い。
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進
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仕
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確
に
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て
い
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テレワークの経験がある者 調査時点でも実施している者

調査時点では実施していない者

（該当割合、％） あなたが日々業務を進める上で、

担当する業務の範囲や期限は

上司などから明確に伝えられている

業務内容について上司が

逐一細かく指示をするので

はなく、仕事を進める上での

裁量がある

達成すべき目標の水準など、

仕事（成果）の評価基準が

明確に定められている

（１）テレワークの継続状況別での各項目の該当割合 （２）テレワークの開始時期別での各項目の該当割合

年２月以前から

経験がある者

３－５月に初めて

経験した者

年２月以前から

経験がある者

３－５月に初めて

経験した者

年２月以前から

経験がある者

３－５月に初めて

経験した者

（該当割合、％）

業務範囲・期限の明確性 業務の裁量性 評価基準の明確性

（該当割合、％） （該当割合、％）

資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査（ＪＩＬＰ
Ｔ第３回）」（2020年）をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注）　各図表の数値は、各質問項目において「当てはまる」「どちらかというと当てはまる」「どちらともいえない」
「どちらかというと当てはまらない」「当てはまらない」という回答のうち、「当てはまる」「どちらかというと当
てはまる」の回答割合の合算を指す。
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第２－（２）－28図① 仕事の進め方とテレワークでの生産性や満足度との関係（労働者）

○　テレワークでの業務において「業務範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」「評価基準の明確性」に
関する設問について該当すると回答したか否かで、「生産性・効率性」「充実感・満足感」の指標のス
コア分布を比較すると、「業務の裁量性」の「充実感・満足感」を除き、平均値、中央値については
あまり明確な差異はみられないものの、「該当する」と回答した者の方が平均値がやや高い傾向がみ
られる。
○　「充実感・満足感」に関しては、いずれの指標でも「該当しない」と回答した者は満足感を０とす
る割合が高く、仕事の進め方や評価の仕方の工夫により、テレワークでの「充実感・満足感」に影
響を及ぼす可能性がある。

評価基準の明確性

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

業務の裁量性業務範囲・期限の明確性

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

（４）（上図の中段・下段のグラフの差異をみるために、両グラフを重ねて表示したもの）

テ
レ
ワ
ー
ク
の
経
験
が
あ
る
者

（１
）合
計

（２
）該
当
す
る
者

（３
）該
当
し
な
い
者

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

達成すべき目標の水準など、

仕事（成果）の評価基準が明確に定められている

業務内容について上司が逐一細かく指示をする

のではなく、仕事を進める上での裁量がある

あなたが日々業務を進める上で、担当する業務の

範囲や期限は上司などから明確に伝えられている

仕事の生産性・効率性

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 77.2 76.5
中央値 80.0 80.0 80.0

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 78.3 73.6
中央値 80.0 80.0 80.0

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 78.4 75.5
中央値 80.0 80.0 80.0
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評価基準の明確性
達成すべき目標の水準など、

仕事（成果）の評価基準が明確に定められている

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

業務の裁量性
業務内容について上司が逐一細かく指示をする

のではなく、仕事を進める上での裁量がある

業務範囲・期限の明確性
あなたが日々業務を進める上で、担当する業務の

範囲や期限は上司などから明確に伝えられている

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

仕事を通じた充実感・満足感

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

（４）（上図の中段・下段のグラフの差異をみるために、両グラフを重ねて表示したもの）

テ
レ
ワ
ー
ク
の
経
験
が
あ
る
者

（１
）合
計

（２
）該
当
す
る
者

（３
）該
当
し
な
い
者

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

該当する者 該当しない者

（回答割合、％） （回答割合、％） （回答割合、％）

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 80.5 76.4
中央値 80.0 80.0 80.0

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 81.4 68.2
中央値 80.0 80.0 70.0

全回答者 該当する者 該当しない者
平均値 77.5 79.9 74.6
中央値 80.0 80.0 80.0

資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査（ＪＩＬＰ
Ｔ第３回）」（2020年）をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注）　各図の数値については、オフィスで働く場合を100として、テレワークを実施することによる主観的な変化を0
～200の範囲で答えた数値の回答割合を示している。

ここで、上記の分析結果について、仕事におけるコミュニケーションの状況に関する重回帰
分析と同様、テレワークの継続、「仕事の生産性・効率性」又は「仕事を通じた充実感・満足
感」を被説明変数とし、「業務範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」「評価基準の明確性」を説
明変数として重回帰分析を行った結果をみてみる。それによると、「業務の裁量性」について、
業務方針の裁量がある場合に「充実感・満足感」の大幅な低下が起きにくい傾向があることが
示されている。この結果については、説明変数と被説明変数の因果関係を示すものではない
が、仕事の進め方について適切な裁量を与えることにより、テレワークによる「充実感・満足
感」の低下幅を抑えられる可能性が示唆される。
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第２－（２）－28図② 仕事の進め方とテレワークでの生産性や満足度の関係（労働者）

〇　重回帰分析の結果をみると、「業務の裁量性」について、裁量がある場合にテレワークにおける
「仕事を通した充実感・満足感」が低下しにくいことが示唆されている。

被説明変数
2020年４～５月の緊急事態宣言解除後のテレワーク

の継続の有無（１：継続、0：非継続）
テレワーク時の生産性・効率性が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

テレワーク時の仕事の満足度が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

説明変数
業務の範囲や期限が明確
に決まっている

業務の範囲や期限が不明
確

業務の範囲や期限が明確
に決まっている

業務の範囲や期限が不明
確

業務の範囲や期限が明確
に決まっている

業務の範囲や期限が不明
確

回帰係数

標準誤差

サンプルサイズ

被説明変数
2020年４～５月の緊急事態宣言解除後のテレワーク

の継続の有無（１：継続、0：非継続）
テレワーク時の生産性・効率性が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

テレワーク時の仕事の満足度が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

説明変数
業務方針に関して裁量が
有る

業務方針に関して裁量が
無い

業務方針に関して裁量が
有る

業務方針に関して裁量が
無い

業務方針に関して裁量が
有る

業務方針に関して裁量が
無い

回帰係数

標準誤差

サンプルサイズ

被説明変数
2020年４～５月の緊急事態宣言解除後のテレワーク

の継続の有無（１：継続、0：非継続）
テレワーク時の生産性・効率性が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

テレワーク時の仕事の満足度が大幅に低下しているか
（１：大幅に低下=50以下、0：大幅に低下していない=50超）

説明変数
仕事の評価基準が明確に
決まっている

仕事の評価基準が不明確
仕事の評価基準が明確に
決まっている

仕事の評価基準が不明確
仕事の評価基準が明確に
決まっている

仕事の評価基準が不明確

回帰係数

標準誤差

サンプルサイズ

（重回帰分析結果）

（１）業務範囲や期限の明確性とテレワークの継続、「仕事の生産性・効率性」や「仕事を通じた充実感・満足感」の関係

（２）業務方針に関する裁量の有無とテレワークの継続、「仕事の生産性・効率性」や「仕事を通じた充実感・満足感」の関係

（３）仕事の評価基準の明確性とテレワークの継続、「仕事の生産性・効率性」や「仕事を通じた充実感・満足感」の関係

： ％水準で有意、 ： ％水準で有意、 ：５％水準で有意

資料出所　（独）労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査（ＪＩＬＰ
Ｔ第３回）」（2020年）をもとに厚生労働省政策統括官付政策統括室にて独自集計

（注）　１）重回帰分析は、被説明変数及び説明変数は以下のとおり。
被説明変数：

①緊急事態宣言後のテレワークの継続（１：継続、0：非継続）
② テレワークの際の仕事の生産性・効率性が大幅に低下しているか（１：大幅に低下=50以下、０：大幅に

低下していない=50超）
③ テレワークの際の仕事の充実感・満足感が大幅に低下しているか（１：大幅に低下=50以下、０：大幅に

低下していない=50超）
説明変数：

① 業務の範囲や期限が明確に決まっている（１：当てはまる＋どちらかというと当てはまる、0：それ以外）
/決まっていない（１：当てはまらない+どちらかというと当てはまらない、0：それ以外）

② 仕事の進め方の方針について裁量がある（１：当てはまる＋どちらかというと当てはまる、0：それ以外）
/ない（１：当てはまらない+どちらかというと当てはまらない、0：それ以外）

③ 仕事の評価の基準が明確に決まっている（１：当てはまる＋どちらかというと当てはまる、0：それ以外）
/決まっていない（１：当てはまらない+どちらかというと当てはまらない、0：それ以外）

２）重回帰分析は、説明変数として上記以外に性別、年齢、就業形態、業種、職種等をコントロール変数とし
て加えている。詳細な重回帰分析の結果は厚生労働省HPを参照。

以上のように、本節では、第３節で得られた課題のうち、コミュニケーションの状況を含む
「テレワーク時の仕事の進め方」に関する課題について分析した。まず、テレワーク時のコ
ミュニケーションに関しては、感染拡大前からテレワークを実施している者は、感染拡大を機
にテレワークを始めた者よりもテレワークの際に上司や部下とのコミュニケーションがうまく
とれている傾向にある。また、テレワーク時の上司や部下とコミュニケーションがうまくとれ
ている労働者の方がテレワークの継続割合が高く、仕事の生産性・効率性や充実感・満足感の
高さにも影響している可能性がある。すなわち、感染拡大前からテレワークを実施している者
は、テレワーク時の上司や部下とのコミュニケーションをうまくとれており、それがテレワー
ク時における生産性・効率性や充実感・満足感の高さにつながっている可能性があるといえ
る。
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また、テレワーク時の仕事の進め方に関しては、「業務範囲・期限の明確性」「業務の裁量性」
「評価基準の明確性」について、継続状況別にみてみると、調査時点でもテレワークを実施し
ている者の方が、実施していない者よりも該当割合は高く、テレワークの開始時期別にみてみ
ると、感染拡大前からテレワークを実施していた者の方が、感染拡大を機にテレワークを始め
た者よりも該当する割合が高い傾向にある。さらに、これらの項目に該当する場合はテレワー
ク時の「仕事の生産性・効率性」や「充実感・満足感」が高い傾向にある。こうした状況を踏
まえると、感染拡大前からテレワークを継続してきた者は、テレワークを継続する中で、テレ
ワーク時の仕事の進め方として、業務の範囲や期限を明確に決めること、仕事の進め方につい
て適切な裁量を与えること、仕事の評価の基準を明確にすることなどに取り組み、「仕事の生
産性・効率性」、「充実感・満足感」の向上といった効果の実感につなげてきた可能性があると
考えられる。
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